
1
　
幼
年
文
学
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
重
要
性

二
〇
二
〇
年
、
世
界
を
襲
っ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
社
会
に
は
び

こ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。
一
方
で
、

優
れ
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
施
策
は
高
く
評
価
さ
れ
、
男
性
原
理

の
「
神
話
」
の
終
焉
と
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
勇
気
づ
け
る

「
新
し
い
物
語
」
の
誕
生
を
期
待
さ
せ
る
。
で
は
、
原
状
の
児
童
文

学
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

横
川
寿
美
子
の
『
初
潮
と
い
う
切
札
』（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
、
一
九

九
一
年
）
は
、
児
童
文
学
に
内
在
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
に
鋭
く

切
り
込
み
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。『
日
本
児
童
文
学
』

に
お
い
て
も
、
一
九
九
二
年
五
月
号
で
「
児
童
文
学
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
」、
一
九
九
五
年
一
一
月
号
で
「
女
の
子
・
男
の
子
の
描
か
れ
方
」

と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
、
児
童
文
学
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
っ
た
。
絵
本
分
野
で
も
、
藤
枝
澪
子
「
絵
本
に
み
る

女
（
の
子
）
像
・
男
（
の
子
）
像
」（『
講
座　

主
婦
Ⅰ　

主
婦
は
つ
く

ら
れ
る
』
汐
文
社
、
一
九
八
三
年
）
を
端
緒
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

を
用
い
た
分
析
や
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

児
童
文
学
に
登
場
す
る
子
ど
も
た
ち
の
性
の
あ
り
方
は
、
社
会
に

お
け
る
「
理
想
的
」
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ル
や
、
大
人
側
の
欲
望
を

反
映
し
て
表
象
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
見
方
は
、
本
誌
の
大
部
分
の
読

者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
近
年
で

は
、
既
存
の
二
項
対
立
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
や
、
異
性
愛
を
前
提
と

す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
超
越
し
た
児
童
文
学
作
品
も
続
々
と
登

場
し
て
い
る
。

一
方
で
、
児
童
文
学
の
な
か
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
幼
年
文
学
」
と

カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
作
品
群
が
、
こ
う
し
た
潮
流
か
ら
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
印
象
が
拭
え
な
い
。
宮
川
健
郎
は
、
年
齢
が
上
の
層

が
読
む
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
（
Ｙ
Ａ
）
文
学
に
は
、
新
し
い
作
家
や
作

品
が
出
て
き
て
盛
ん
で
あ
る
一
方
、
小
学
生
や
小
学
生
よ
り
少
し
下

の
読
者
向
け
の
本
に
つ
い
て
は
、
話
題
に
な
る
作
品
が
多
く
な
い
状

況
が
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
続
い
て
い
る
と
述
べ

註
註る

。
児
童
文

学
の
な
か
で
も
、
絵
本
と
Ｙ
Ａ
文
学
の
読
者
層
の
中
核
は
、
そ
れ
ぞ

れ
性
自
認
を
獲
得
す
る
時
期
の
幼
児
と
、
第
二
次
性
徴
が
発
現
す
る

幼
年
文
学
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

―
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育
児
の
描
か
れ
方
か
ら
考
え
る

宮
下 

美
砂
子
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